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○さくらんぼの販売方法

○産地加工パックに加えて、少量パック、多量目の品揃え
○輸入品と比較販売
○手書きＰＯＰで品種の特徴を伝える
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○ももの販売方法

○傷みやすいために、フルーツキャップを使用して販売
○販売単位は１コ・２コ・４コと需要に合わせて品揃え

○こだわり商品として「生産者限定」「糖度センサー」
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○梨の販売方法

○１コ売中心の販売（例：１コ１３８円、３コ３９８円）

○大玉、小玉袋を品揃え
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○ぶどうの販売方法

○紙トレー、エンビカップを使用して販売
買い物のしやすさと、商品の傷み防止

○品種の品揃えでカラーコントロール
○“種あり”“種なし”をわかりやすく表示

Ｆreｓｈ Fruits

Tokyu Store

ナガノパープル（種なし）

粒は大きく、甘みは強くて
酸味が弱いのが特徴。
香りが良く濃厚な味わい
の品種です。
（皮ごと食べられます。）

＜巨峰×リザマート＞
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○りんご

○中玉サイズの１コ売中心。大玉１コ、小玉袋を品揃え

○品種を増やして、選べる販売。
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○柿

○Ｌ・２Ｌサイズの１コ販売とＭサイズの袋売り。

○品種を増やして、選べる販売。
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○みかんの販売方法

○店頭での販売形態はネット、袋に入れて販売
（Ｓ・Ｍ・Ｌ等のサイズ別）
箱売は５ｋｇ、３ｋｇが中心。年末等は１０ｋｇも販売。

○産地、銘柄を前面に表示して販売
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○柑橘

○中玉サイズの１コ売中心。大玉１コ、小玉袋を品揃え

○品種を増やして、選べる販売。
○価格を揃えての“食べ比べ”提案



10

○ＰＢ商品

○「ＴｏｋｙｕＳｔｏｒｅＰＬＵＳ」ブランドで品質重視のＰＢ
○商品をとおして、お客様の満足度アップ
⇒当社を選んでいただくための商品



http：tegami-tsuita.co.jp

＜サイトTOP＞ ＜手紙＞ ＜レシピ＞

＜サイトTOP＞

＜手紙一覧＞ ＜レシピ一覧＞ ＜配達人が行く＞＜旬の手紙＞

＜商品の手紙＞ ＜品目のレシピ＞
産地取材で

得た深い情報で
理解を深耕

「月間お買い得品」
をピックアップして

PR強化

※サイトは「手紙のついた野菜と果物」の世界観を表現できるようなデザインと企画で構成。

3

情報公開内容
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○ＰＢ商品の商品化

○実際に店舗に納品されるときは、コンテナ納品

コスト削減の為に産地によっては
ダンボールからコンテナ納品への変更
産地パッケージで直接物流センターに納品

○店舗の販売数に合わせて納品ロット決定
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○小分け販売

○びわ、いちじく、プラム等の産地パック商品を小分け加工
・手にとりやすい価格

・食べきれる量

【小分けの必要性】

手頃な価格で旬の果物を
食べることができて、
とても嬉しいわ。

夫婦２人暮らしだから、
日持ちのしない果物は
食べる分だけ欲しいな。

おいしそうな季節の果物が
たくさん出てきたけれど、
まだ高くて買いにくいわ。

小分け商品の品揃えを実施！！

毎回食べ切れる量の、
鮮度のよい果物が買えて、
とても助かるよ。
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○カットフルーツの販売方法

○品揃え（品種・サイズ）を拡大して展開

お弁当のプラス１品の
食べ切サイズ

パーティ用ミックス

旬の果物のミックス
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○カットフルーツの販売方法

○全て店内加工で、鮮度感を演出

○店舗の特長コーナーとして取り組み
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○カットフルーツの販売方法

○すいかは食べやすくカットした商品にシフト
（食べきれる量目、カットする手間、家庭ゴミの削減）

○メロンも１コ販売からカットした販売にシフト
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○カットフルーツの商品開発

○季節の果物を使用したフルーツミックス。

○皮を剥く手間を省き、昼食にもう一品の提案。
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○消費者への訴求

○店舗担当者が自らの言葉、文字で工夫して作成する

“伝わりやすい”メーッセージ
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○従業員の教育

○店舗担当者の為の商品知識研修を毎月研修実施

・産地紹介、栽培方法、品種特徴、食べ頃、食べ方
○販売コンクール、コトＰＯＰコンテストを実施し、
従業員のモチベーションアップ
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○今後の課題

１．「果実全国標準規格」の見直しが必要
流通の効率化を目的として定められているため、
消費者へ価値を伝える表示にはそぐわない規格
がある。
例：りんご規格・・・４６玉・４０玉・３６玉・３２玉等
⇒消費者にはサイズがイメージ出来ない。
広告等の表示は小玉・中玉・大玉になる。

２．販売の実態にあった流通形態、規格・量目の変更
例：ダンボールからコンテナへ

ダンボールが必要なのは“ギフト”のみ
通常の量販商品に華美な箱は必要ない。

例：小規模店舗でも小分けせずに納品したい


